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工 事 担 任 者 試 験 問 題          

種

別 総 合 通 信 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １１時００分 

２  試験科目数別終了時刻 
 試 験 科 目 基礎又は法規 技術のみ 基礎と法規 基礎（又は法規）と技術 全 科 目 

 科  目  数 １ 科 目 １ 科 目 ２ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ １ 時 ４ ０ 分 １ ２ 時 ２ ０ 分 １ ３ 時 ０ ０ 分 １ ３ 時 ４ ０ 分 

３  試験科目別の問題番号ごとの解答数及び試験問題ページ  
 

科    目 
  問 題 番 号 ご と の 解 答 数   試験問題 

ページ  第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問 第 8 問 第 9 問 第 10 問 

 電 気 通 信 技 術 の 基 礎 ４   ５   ４  ４  ５  ― ― ― ― ― Ｅ － 1 ～  6 

 端末設備の接続のための技術及び理論  ５   ５   ５    ５   ５   ５  ５  ５   ５  ５  Ｅ － 7 ～ 18 

 端末設備の接続に関する法規 ５   ５   ５   ５  ５  ― ― ― ― ― Ｅ －19 ～ 25 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。  

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の「０」もマークしてください。 

[記入例]  受験番号  ０３Ｅ９２１１２３４               生年月日  平成３年４月５日 
 
 
 
 
 
 
 
 

                          
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）

で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点 

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。 

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 

 

受 験 番 号 

（ 控  え ） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 

正答の公表は１１月２７日１０時以降の予定です。 

合否の検索は１２月１６日１４時以降可能の予定です。 
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電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電圧は、 (ア) ボルトである。ただし、電池

の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① １０ ② １２ ③ １４ ④ １６ ⑤ １８

図１

(２) 図２に示す回路の皮相電力は、 (イ) ボルトアンペアである。 (５点)

① ３００ ② ４５０ ③ ６００ ④ ７５０ ⑤ ９００

図２

(３) コイルに交流電流が流れると、コイル内には時間的に変化する磁束が生じ、流れる電流を妨

げる向きに誘導起電力が生ずる。このときの誘導起電力の大きさは、コイルの自己インダクタ

ンスと (ウ) の積で表される。 (５点)

① 磁 束 ② 磁束変化率 ③ 電 流 ④ 電流変化率

(４) 中身がくり抜かれていない絶縁体に対し、正に帯電した導体を近づけたときに絶縁体の表面

において、この導体に近い側に負、遠い側に正の電荷が現れる現象は、 (エ) といわれる。

(５点)

① 双極子 ② 誘電正接 ③ 電磁誘導 ④ 局所電池 ⑤ 誘電分極

ｂa

１８３

１２４

９６

Ω

Ω

Ω

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｒ＝Ｖ＝９０ Ｖ ＸＣ＝ ＸＬ＝９０ Ω ３０ Ω１８ Ω
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 高純度のシリコンに、 (ア) のリンやアンチモンを微量に加えることにより、ｎ形半導

体が生成される。 (４点)

① １価 ② ２価 ③ ３価 ④ ４価 ⑤ ５価

(２) 図に示すトランジスタ回路において、Ｖ を１２ボルト、Ｒ を３キロオームとするとき、ＣＣ Ｃ

コレクタ電流Ｉ を２ミリアンペアとするには、ベースバイアス抵抗Ｒ を (イ) キロＣ Ｂ

オームにする必要がある。ただし、直流電流増幅率ｈ を１００、ベース－エミッタ間の電ＦＥ

圧Ｖ を０.６４ボルトとする。 (４点)ＢＥ

① １６５ ② １６８ ③ ２６５ ④ ２６８ ⑤ ３６５

(３) トランジスタ増幅回路で出力信号を取り出す場合には、バイアス回路への影響がないように

コンデンサを通して (ウ) のみを取り出す方法がある。 (４点)

① 交流分 ② 直流分 ③ 漏話信号分 ④ 雑音成分 ⑤ 高調波成分

(４) 電界効果トランジスタについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 接合型電界効果トランジスタは、ゲート電極に加える電圧を変化させることにより空乏層

の厚さを変化させ、ドレイン－ソース間を流れる電流を制御する半導体素子である。

Ｂ ＭＯＳ型電界効果トランジスタには、ゲート電圧を加えなくてもチャネルが形成されるエ

ンハンスメント型と、ゲート電圧を加えなければチャネルが形成されないデプレション型が

ある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) トランジスタ回路は、接地方式の違いにより特性が異なっており、コレクタ接地方式は、入

力インピーダンスが高く、出力インピーダンスが低いため、 (オ) 回路として用いられる。

(４点)

① 整 流 ② マイクロ波 ③ 定電圧

④ 発 振 ⑤ インピーダンス変換

ＢＥＶ

Ｒ

ＩＣ
ＩＢ

Ｃ

Ｃ

ＲＢ
ＶＣ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１～図５に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、斜線

部分を示す論理式がＡ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ と表すことができるベン図は、 (ア) である。

(５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４ ⑤ 図５

図１ 図２ 図３

図４ 図５

(２) 表に示す２進数のＸ 、Ｘ を用いて、計算式(乗算)Ｘ ＝ Ｘ ×Ｘ からＸ を求め、これ１ ２ ０ １ ２ ０

を１６進数で表すと、 (イ) になる。 (５点)

① ＢＦ ② ＣＢ ③ １２Ｆ ④ １３Ｅ ⑤ １３Ｆ

２進数

Ｘ ＝ １１１０１１

Ｘ ＝ １０１１２

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ
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(３) 図６に示す論理回路は、ＮＯＲゲートによるフリップフロップ回路である。入力ａ及びｂに

図７に示す入力がある場合、図６の出力ｄは、図７の出力のうち (ウ) である。 (５点)

① ｄ１ ② ｄ２ ③ ｄ３ ④ ｄ４ ⑤ ｄ５ ⑥ ｄ６

図６

図７

(４) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (エ) になる。

(５点)

Ｘ ＝ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ･(Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ)

① Ａ＋Ｂ ② Ａ･Ｂ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ａ･Ｂ ⑤ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ

a

b

d1

d2

d3

d4

d5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力

d6
1

0

入力ａ
出力ｃ入力ｂ

出力 d



Ｅ－5

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において電気通信回線への入力電力が２４ミリワット、その伝送損失が１キロメートル

当たり０.８デシベル、増幅器の利得が３０デシベルのとき、負荷抵抗Ｒ で消費する電力は、１

(ア) ミリワットである。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダ

ンスは整合しているものとする。 (５点)

① ２４ ② ４８ ③ ９６ ④ １２０ ⑤ ２４０

図１

(２) 無限長の一様線路における音声周波での特性インピーダンスは周波数、線路の静電容量及び

導体抵抗から近似的に求めることができ、その大きさは、周波数の平方根と線路の静電容量の

(イ) する。 (５点)

① 二乗に反比例し、導体抵抗の二乗に比例

② 平方根に反比例し、導体抵抗の平方根に比例

③ 二乗に比例し、導体抵抗の二乗に反比例

④ 平方根に比例し、導体抵抗の平方根に反比例

(３) 図２に示すアナログ伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号レベルが－８

dＢm で、同じ伝送路の無信号時の雑音レベルが (ウ) dＢm であるとき、この伝送路の

受端におけるＳＮ比は、４２デシベルである。 (５点)

① －７６ ② －７１ ③ －５５ ④ －５０ ⑤ －３４

図２

(４) 特性インピーダンスの異なる通信線路を接続して信号を伝送したとき、その接続点における

電圧反射係数をｍとすると、電流反射係数は、 (エ) で表される。 (５点)

１ｍ ｍ ｍ ｍ① － ② １－ ③ ④ ⑤ １＋ｍ

変成器

Ｒ１
発振器 電気通信回線

２５

増幅器

kｍ

600 Ω

Ｒ２

600 Ω

Ｚ１
600 Ω

Ｚ２
300 Ω

雑音レベル
無信号時Ｚ0

Ｚ

Ｚ

信号時

受端送端

信号レベル信
号
源

－８ dＢm

(ウ) dＢm

Ｚ0
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＱＡＭは、位相が直交する二つの搬送波がそれぞれＡＳＫ変調された多値変調方式であり、

ＱＡＭの一つである６４ＱＡＭは、１シンボル当たり (ア) の情報を伝送できる方式であ

る。 (４点)

① ２ビット ② ４ビット ③ ６ビット ④ １バイト ⑤ ２バイト

(２) 光ファイバ通信などに用いられる伝送方式について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。

(４点)

Ａ 双方向多重伝送に用いられるＴＣＭ方式は、送信パルス列を時間的に圧縮し、空いた時間

に反対方向からのパルス列を受信することにより双方向伝送を実現しており、ピンポン伝送

ともいわれる。

Ｂ 波長の異なる複数の光信号を多重化する方式であるＷＤＭには、多重化する波長間隔の違

いによりＣＷＤＭとＤＷＤＭがあり、そのうち波長間隔が狭い方式は、ＣＷＤＭである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 光伝送システムに用いられる光受信器における雑音のうち、受光時に電子が不規則に放出さ

れるために生ずる信号電流の揺らぎによるものは (ウ) 雑音といわれる。 (４点)

① ランダム ② ショット ③ ビート ④ インパルス ⑤ ＡＳＥ

(４) 伝送速度が６４キロビット／秒の回線において、ビットエラーの発生状況を２００秒間調査

したところ、特定の２秒間に集中して発生し、その２秒間の合計のビットエラーは６４０個と

なった。このときの％ＥＳの値は、 (エ) パーセントとなる。 (４点)

① ０.００５ ② ０.０１ ③ １ ④ ２ ⑤ ３.２

(５) 光中継伝送システムに用いられる再生中継器には、中継区間における信号の減衰、伝送途中

で発生する雑音、ひずみなどにより劣化した信号波形を再生中継するための等化増幅、タイミ

ング抽出及び (オ) の機能が必要である。 (４点)

① 強度変調 ② 位相同期 ③ 偏波制御 ④ 波長変換 ⑤ 識別再生
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＤＥＣＴ方式を参考にしたＡＲＩＢ ＳＴＤ－Ｔ１０１に準拠するデジタルコードレス電話の

標準システムについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 親機と子機との間の無線通信に用いられる周波数帯は、２.４ギガヘルツ帯ＩＳＭバンド

といわれ、電子レンジや無線ＬＡＮの機器との電波干渉によるノイズが発生しやすい。

Ｂ 子機から親機へ送信を行う場合、無線伝送区間の通信方式としてＦＤＭＡ／ＦＤＤが用い

られている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図はデジタル式ＰＢＸの内線回路のブロック図を示したものである。図中のＶは (イ)

を表す。 (２点)

① 過電圧保護回路 ② リンガ発生器 ③ 符号／復号器

④ 通話電流供給回路 ⑤ ２線－４線変換回路

(３) デジタル式ＰＢＸのサービス機能について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ 通話中の内線電話機でフッキング操作の後に特定番号のダイヤルなどの所定の操作をして

通話中の呼を保留し、他の内線電話機から特定番号のダイヤルなど所定の操作をすることに

より、保留した呼に応答できる機能は、一般に、コールパークといわれる。

Ｂ ダイヤルした内線番号が話中のとき、その内線番号の末尾１桁の数字とは異なる数字一つ

を続けてダイヤルすると、先にダイヤルした内線番号の末尾１桁を後にダイヤルした数字に

変えた内線番号に接続する機能は、一般に、シリーズコールといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル電話機がＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースを経由して網に接続され、通話

状態が確立しているとき、デジタル電話機の送話器から入力されたアナログ音声信号は、

(エ) のコーデック回路でデジタル信号に変換される。 (２点)

① デジタル回線終端装置 ② ＯＮＵ ③ 電話機本体

④ ＯＣＵ ⑤ ＴＡ

音
声
情
報

ＸＶ

平
衡
回
路
網

Ｙ
　　(上り)

　　
(下り)

Ｚ

電
話
機

呼
出
信
号

試
験
装
置

監
視
信
号

Ｗ

呼
出
信
号
制
御
回
路

試
験
引
込
み
回
路

　　直流監視回路
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(５) 通信機器は自ら発生する電磁ノイズにより、周辺にある他の装置に影響を与えることがあり、

ＪＩＳ Ｃ ６００５０－１６１：１９９７ＥＭＣに関するＩＥＶ用語では、ある発生源から電

磁エネルギーが放出する現象を、 (オ) と規定している。 (２点)

① 電磁両立性 ② イミュニティ ③ 電磁環境

④ 電磁エミッション ⑤ 電磁障害

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 光アクセスシステムを構成するＰＯＮのうち、Ｇ－ＰＯＮを高速化したシステムとして

ＩＴＵ－Ｔ Ｇ.９８０７.１で標準化され、ＧＴＣフレームをアップデートした伝送フレーム

を使用して上り方向及び下り方向の最大伝送速度が１０ギガビット／秒とされるシステムは、

(ア) といわれる。 (２点)

① ＧＥ－ＰＯＮ ② ＸＧ－ＰＯＮ ③ ＸＧＳ－ＰＯＮ

④ １０Ｇ－ＥＰＯＮ ⑤ ＮＧ－ＰＯＮ２

(２) ＳＩＰサーバの構成要素のうち、ユーザエージェントクライアント(ＵＡＣ)からのメッセー

ジを再転送する必要がある場合に、その転送先を通知する機能を持つものは (イ) サーバ

といわれる。 (２点)

① プロキシ ② リダイレクト ③ ロケーション

④ ＤＨＣＰ ⑤ ファイル

(３) ＬＰＷＡといわれる無線通信技術の規格の一つであり、無線局免許が不要な９２０メガヘル

ツ帯のＩＳＭバンドを使用し、通信の安定度によってデータ伝送速度を３００ビット／秒～数

十キロビット／秒程度の範囲で設定可能、データ伝送の速度と伝送量が上り下り同等といった

特徴を有する規格は (ウ) といわれ、ＩｏＴデバイスの監視及び制御に適するとされてい

る。 (２点)

① ＬＴＥ－Ｍ ② ＷｉＭＡＸ２ ③ ＮＢ－ＩｏＴ

④ ＬｏＲａＷＡＮ ⑤ Ｗｉ－Ｆｉ ７

(４) ＩＥＥＥ８０２.１１標準の無線ＬＡＮの環境において、同一アクセスポイント(ＡＰ)配下に

無線端末のＳＴＡ１とＳＴＡ２があり、障害物によってＳＴＡ１とＳＴＡ２との間でキャリア

センスが有効に機能しない状態は隠れ端末問題といわれ、フレームの衝突頻度が増しスルー

プットが低下するおそれがある。この解決策として、ＡＰは、送信をしようとしているＳＴＡ

１からの (エ) 信号を受けるとＣＴＳ信号をＳＴＡ１に送信するが、このＣＴＳ信号は、

ＳＴＡ２も受信できるので、ＳＴＡ２はＮＡＶ期間だけ送信を待つことにより衝突を防止する

対策が採られている。 (２点)

① ＡＣＫ ② ＣＦＰ ③ ＮＡＫ ④ ＲＥＱ ⑤ ＲＴＳ

(５) ＩＥＥＥ８０２.３ａｔとして標準化されたＰｏＥのＴｙｐｅ２、Ｃｌａｓｓ４は、直流電

圧５０～５７ボルトの範囲で、ＰＳＥの１ポート当たり最大 (オ) を、ＰＳＥからＰＤに

供給することができる規格である。 (２点)

① １５.４ワットの電力 ② ６８.４ワットの電力

③ ３５０ミリアンペアの電流 ④ ４５０ミリアンペアの電流

⑤ ６００ミリアンペアの電流
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０で必須項目と

して規定されている保守のための試験ループバックは、 (ア) で２Ｂ＋Ｄチャネルを折り

返しており、ループバック２といわれる。 (２点)

① ＮＴ１ ② ＮＴ２ ③ ＴＥ１ ④ ＴＥ２ ⑤ ＴＡ

(２) １.５メガビット／秒方式のＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおけるフレーム

構成について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ マルチフレーム同期信号パターンとして、４フレームごとのＤチャネルビットで形成され

る特定の２進パターンが定義されている。

Ｂ １マルチフレームは、１９３ビットのフレームを２４個集めた２４フレームで構成される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１では、複数の端末が一つのＤチャネルを

共用するため、アクセスの競合が発生することがある。Ｄチャネルへの正常なアクセスを確保

するための制御手順として、一般に、 (ウ) といわれる方式が用いられている。 (２点)

① ＣＳＭＡ／ＣＤ ② フレーム同期 ③ 優先制御

④ Ｘ.２５ ⑤ エコーチェック

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ２において、ポイント・ツー・マルチポイ

ントデータリンクでは、上位レイヤからの情報は非確認形情報転送モードにより (エ) を

用いて転送される。 (２点)

① Ｑチャネル ② ＵＩフレーム ③ Ｓビット

④ ＣＥＩ ⑤ 監視フレーム
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(５) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼におけるデータ転送からＲＥＬ

ＣＯＭＰまでの一般的な呼制御シーケンスを示したものである。図中のＸ及びＹで使用される

チャネルの組合せとして正しいものは、表に示すイ～へのうち、 (オ) である。 (２点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ ⑥ へ

Ｘ Ｙ

イ １６キロビット／秒のＢチャネル １６キロビット／秒のＤチャネル

ロ １６キロビット／秒のＤチャネル ６４キロビット／秒のＢチャネル

ハ ６４キロビット／秒のＢチャネル １６キロビット／秒のＤチャネル

ニ ６４キロビット／秒のＢチャネル １６キロビット／秒のＢチャネル

ホ ６４キロビット／秒のＢチャネル ６４キロビット／秒のＢチャネル

へ ６４キロビット／秒のＤチャネル １６キロビット／秒のＤチャネル

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 光アクセスネットワークの設備構成について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。(２点)

Ａ 電気通信事業者のビルから配線された光ファイバの１心を、分岐点において光受動素子を

用いて分岐し、個々のユーザの引込み区間にドロップ光ファイバケーブルを使用して配線す

る構成を採る方式は、ＡＤＳ方式といわれる。

Ｂ 電気通信事業者のビルから集合住宅のＭＤＦ室などに設置された回線終端装置までの区間

には光ファイバケーブルを使用し、ＭＤＦ室などに設置されたＶＤＳＬ集合装置から各戸ま

での区間には既設の電話用の配線を利用する形態のものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＰｖ６ネットワークでは、パケットを転送処理しているルータにおいてＩＰｖ６ヘッダの

ホップリミットの値を１減らした結果、ホップリミットの値が０になった場合には、そのパケッ

トは当該ルータにおいて破棄される。このとき、そのルータから送信元に送られるＩＣＭＰｖ６

メッセージは (イ) メッセージといわれる。 (２点)

① パラメータ問題 ② 時間超過 ③ パケット過大

④ リナンバ指示 ⑤ 終点到達不能

(３) ＩＰ電話において、ＩＰ網の経路上で発生するパケット損失による音声品質の劣化を低減さ

せるため、受信側のＶｏＩＰゲートウェイなどにおいて、パケット損失が発生した箇所の前後

の音声データから損失箇所を補間する技術は、一般に、 (ウ) といわれる。 (２点)

① エコーキャンセラ ② ＡＧＣ ③ ＡＲＱ

④ キューイング ⑤ ＰＬＣ

発信端末 ＩＳＤＮ交換網 着信端末

データ転送Ｘ

Ｙ
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(４) クラウドコンピューティングのサービスモデルのうち、クラウド事業者がサーバなどのハー

ドウェア基盤のみをユーザに提供するサービスは、一般に、 (エ) といわれ、ユーザは

ＯＳ、ミドルウェア、アプリケーションなどをインストールして利用する。 (２点)

① オンプレミス ② ハウジング ③ ＰａａＳ

④ ＳａａＳ ⑤ ＩａａＳ

(５) 広域イーサネットなどについて述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ ＩＰ－ＶＰＮがレイヤ３の機能をデータ転送の仕組みとして使用するのに対して、広域

イーサネットはレイヤ２の機能をデータ転送の仕組みとして使用する。

Ｂ ＭＰＬＳ網を構成する機器の一つであるラベルスイッチルータ(ＬＳＲ)は、ＭＰＬＳラベ

ルを参照してＭＰＬＳフレームを中継する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) アーランＢ式は、呼損率を確率的に導く式であり、 (ア) の即時式完全線群のモデルに

ランダム呼が加わり、呼の回線保留時間分布が指数分布に従い、かつ、損失呼は消滅するとい

う前提に基づいている。 (２点)

① 入線数と出線数が同数 ② 入線数無限、出線数無限

③ 入線数有限、出線数有限 ④ 入線数有限、出線数無限

⑤ 入線数無限、出線数有限

(２) 待時式トラヒックモデルにおいて、出線全塞がりのとき生起した呼は接続されるまで待つと

ともに待ち呼数に制限がない場合、呼の生起率λ、呼の平均待ち時間Ｗ及び平均待ち呼数Ｌは、

Ｌ＝ (イ) の関係で表され、これは、一般に、リトルの公式といわれる。 (２点)

λ Ｗ １① ② ③ ④ λＷ ⑤ λＷＷ λ λＷ

(３) 即時式完全線群のトラヒックについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ある回線群に加わった呼量が３２.０アーラン、運ばれた呼量が１９.２アーランであると

き、この回線群における呼損率は、０.６である。

Ｂ ある回線群についてトラヒックを３０分間調査し、保留時間別に呼数を集計したところ、

表に示す結果が得られた。調査時間中におけるこの回線群の呼量は、１.５アーランである。

１呼当たりの保留時間 １００秒 １５０秒 ２００秒

呼 数 ４呼 ６呼 ７呼

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ネットワークインタフェースカード(ＮＩＣ)に固有に割り当てられたＭＡＣアドレスの先頭

の (エ) はベンダ識別子(ＯＵＩ)などといわれ、ＩＥＥＥが管理・割当てを行っている。

(２点)

① １０ビット ② １８ビット ③ ３バイト

④ ４バイト ⑤ ６バイト
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(５) ＬＡＮを構成する機器について述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。

(２点)

① Ｌ２スイッチは、ＯＳＩ参照モデルにおけるネットワーク層が提供する機能を利用

して、異なるネットワークアドレスを持つＬＡＮ相互の接続ができる。

② Ｌ３スイッチでは、ＲＩＰ、ＯＳＰＦなどのルーティングプロトコルを用いること

ができる。

③ Ｌ３スイッチには、一般に、受信したフレームをＩＰアドレスに基づいて中継する

レイヤ２処理部と、受信したパケットをＭＡＣアドレスに基づいて中継するレイヤ３

処理部がある。

④ リピータハブは、スター型のＬＡＮで使用され、ＯＳＩ参照モデルにおけるデータ

リンク層が提供する機能を利用して、信号の増幅、整形及び中継を行う。

⑤ ブリッジは、イーサネットを構成する機器として用いることができ、ＩＰアドレス

に基づいて信号の中継を行う。

第６問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 発信元のＩＰアドレスを攻撃対象のホストのＩＰアドレスに偽装したＩＣＭＰエコー要求パ

ケットを、攻撃対象のホストが所属するネットワークのブロードキャストアドレス宛に送信し、

大量のＩＣＭＰエコー応答パケットを発生させることにより、攻撃対象のホストを過負荷状態

にする攻撃は、一般に、 (ア) 攻撃といわれる。 (２点)

① ゼロデイ ② スマーフ ③ ブルートフォース

④ リプレイ ⑤ Ｐｉｎｇ ｏｆ Ｄｅａｔｈ

(２) デジタル署名は、相手認証、データの完全性の保証などに利用されており、送信者の秘密鍵

を用いて署名を行い、 (イ) を用いて署名の検証を行う。 (２点)

① 受信者の共通鍵 ② 受信者の公開鍵 ③ 受信者の秘密鍵

④ 送信者の共通鍵 ⑤ 送信者の公開鍵

(３) コンピュータウイルス対策ソフトウェアにおけるコンピュータウイルスを検出する方式につ

いて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ パターンマッチング方式では、既知のコンピュータウイルスのパターンが登録されている

アクセス制御リストと検査の対象となるメモリやファイルなどを比較してウイルスを検出し

ている。

Ｂ ヒューリスティックスキャン方式では、実行ファイルが、ウイルスに特徴的な振る舞いを

するかどうかを確認することによってウイルスを検出している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＩＰｓｅｃについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (エ) である。(２点)

① ＩＰｓｅｃは、ＳＳＬ／ＴＬＳと同じく、トランスポート層のプロトコルであり、

拠点間接続ＶＰＮやリモートアクセスＶＰＮに利用される。

② ＩＰｓｅｃの動作モードには、トンネルモードとトランスポートモードがある。

③ ＩＰｓｅｃのＥＳＰプロトコルは、ネットワーク上を流れるデータを暗号化するこ

とにより、ネットワーク上における盗聴からデータを保護することができる。

④ ＩＰｓｅｃは、データを送信する際にデータにメッセージ認証コードを付加して送

信することにより、受信側では通信経路途中でのデータの改ざんの有無を確認するこ

とができる。
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(５) 情報セキュリティに関するリスク分析手法について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(２点)

Ａ 既存のガイドラインを参照するなどして、あらかじめ組織として確保すべきセキュリティ

レベルを設定し、それを実現するための管理策の組合せを決定してから、組織全体でセキュ

リティ対策に抜けや漏れがないように補強していく手法は、一般に、ベースラインアプロー

チといわれる。

Ｂ 分析対象に精通した個人の経験や知見に基づく判断によってリスクを分析する手法は、一

般に、非形式的アプローチといわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第７問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) アクセス系線路設備に用いられるメタリック平衡対ケーブルの構造などについて述べた次の

二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 心線の撚り合わせ方法の一つである星形カッド撚りは、対撚りと比較して同一心線数のケー
よ

ブルの外径を小さくすることができ、星形カッドを集合してユニットを構成したケーブルが

アクセス系線路設備として用いられている。

Ｂ 架空用メタリック平衡対ケーブルの心線接続は同一心線径のケーブルどうしに限定されて

おり、心線径の異なるケーブルどうしを心線接続しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 永久磁石で発生する磁界を利用する (イ) 形のアナログ式テスタは、電流目盛の目盛間

隔が一定(平等目盛)であるため指示値が読み取りやすく、直流電源を用いた弱電回路の電流測

定に適している。 (２点)

① 可動鉄片 ② 整流器 ③ 静 電 ④ 可動コイル ⑤ 電流力計

(３) 図は、ＪＩＳ Ｃ ０３０３：２０００構内電気設備の配線用図記号における電話・情報設備

の図記号を示す。この図記号は、 (ウ) を表している。 (２点)

① 容量が５端子であり、３段接続まで可能な端子盤

② 容量が３端子であり、５段接続まで可能な端子盤

③ 容量が５端子であり、そのうち実装が３端子の端子盤

④ 保安器の容量が５個であり、そのうち実装が３個の集合保安器

⑤ 保安器の実装が５個であり、そのうち現用が３個の集合保安器

(４) デジタル式ＰＢＸの設置工事などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ デジタル式ＰＢＸの設置工事において、主装置の筐体に取り付ける接地線は、一般に、
きょう

ＣＶ線を用いる。

Ｂ 災害時優先電話は、災害時における使用の確実性を考慮し、停電時でも利用可能な固定電

話機から利用できるようにするため、当該電話の回線設定においては代表回線群やＰＢＸ内

線に組み込まないようにする。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

５

３
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(５) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (オ) 試験では、着信に対して自動音声で応

答すること、及び自動音声のガイダンスに従い接続先や情報案内を選択してプッシュボタンを

操作することにより所定の動作が正常に行われることを確認する。 (２点)

① ＤＩＤ ② ＤＩＬ ③ ＡＣＤ ④ ＣＴＩ ⑤ ＩＶＲ

第８問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのバス配線における終端抵抗Ｒの接続方法として正

しいものは、図１～図５のうち、 (ア) である。 (２点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４ ⑤ 図５

図１ 図２

図３ 図４

図５

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・ポイント構成でのＮＴ

とＴＥとの間の最大線路長は、ＴＴＣ標準では (イ) メートル程度とされている。(２点)

① ５０ ② １００ ③ ２００ ④ ５００ ⑤ １,０００

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける、バス配線について述べた次の二つの記述

は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ 延長受動バス配線構成では、バス配線上のモジュラジャックとＴＥとの間に、１０メート

ル以下の長さの接続コードの使用が可能である。

Ｂ 短距離受動バス配線構成では、バス配線上の任意の箇所にＴＥを接続できる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線

ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

Ｒ

Ｒ

ＩＳＤＮ
回線
Ｌ１

Ｌ２

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線ＩＳＤＮ
回線 ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

ＲＲＬ１

Ｌ２

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線

ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

Ｒ

ＩＳＤＮ
回線
Ｌ１

Ｌ２

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線

ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

Ｒ

Ｒ

ＩＳＤＮ
回線
Ｌ１

Ｌ２

ＤＳＵ

ＴＥ

ＴＡ線

ＴＢ線

ＲＡ線

ＲＢ線

Ｒ
ＩＳＤＮ
回線
Ｌ１

Ｌ２
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(４) 工事試験などで実施する光ファイバの損失に関する特性試験について述べた次の記述のうち、

誤っているものは、 (エ) である。 (２点)

① ＯＴＤＲ法では、被測定光ファイバ内のコアの屈折率の微少な揺らぎが原因で生ず

るブリルアン散乱光のうち、光ファイバの入射端に戻ってくる後方散乱光を検出して

測定する。

② ＯＴＤＲ法は、光ファイバ伝送路の損失分布及び接続損失を測定できる。

③ 挿入損失法は、光ファイバケーブル布設後、光コネクタが取り付けられた状態で伝

送損失を簡易的に測定したい場合に有効な測定法であり、一般に、光コネクタを取り

付けたままで測定するため、光コネクタの結合損失も含んだ値となる。

④ 挿入損失法は、カットバック法と比較して測定精度は劣るが、被測定光ファイバ及

び両端に固定される端子に対して非破壊で測定できる利点がある。

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０－２：２０２１のオフィス施設の平衡配線設備における水平配線設備の

規格について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ 複数利用者通信アウトレット組立品を用いる場合には、ワークエリアコードの長さは、

１５メートルを超えてはならない。

Ｂ 分岐点は、フロア配線盤から少なくとも１０メートル以上離れた位置に置かなければなら

ない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第９問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＯＩＴＤＡ／ＴＰ １１／ＢＷ：２０１９ビルディング内光配線システムでは、幹線系光

ファイバケーブル施工時のけん引速度は、布設の安全性を考慮し、１分当たり (ア) メー

トル以下を目安としている。 (２点)

① ２０ ② ２５ ③ ３０ ④ ３５ ⑤ ４０

(２) ＩＰｖ４、クラスレスでのＬＡＮシステムの設計において、サブネットマスクの値として

２５５.２５５.２５２.０を指定すると、１サブネットワーク当たり最大 (イ) 個のホスト

アドレスが付与できる。 (２点)

① １２６ ② ２５４ ③ ５１０ ④ １,０２２ ⑤ ２,０４６
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(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０－２：２０２１では、図に示す水平配線設備モデルにおいて、インタコ

ネクト－ＴＯモデル、クラスＥのチャネルの場合、機器コード及びワークエリアコードの長さ

の総和が１４メートルのとき、水平ケーブルの最大長さは (ウ) メートルとなる。ただし、

運用温度は２０ ℃ 、コードの挿入損失 dＢ／ｍ は水平ケーブルの挿入損失 dＢ／ｍ に対し

て５０パーセント増とする。 (２点)

① ８１.０ ② ８２.０ ③ ８３.０ ④ ８４.０ ⑤ ８５.０

(４) ツイストペアケーブルを使用したイーサネットによるＬＡＮにおいて、対向する二つの機器

のオートネゴシエーション機能が共に有効化されている場合、双方の機器が (エ) 信号を

送受信することで互いのサポートする通信速度と通信モードを検出し、決められた優先順位に

基づき適切な通信速度と通信モードを自動的に決定する。 (２点)

① ＳＥＴＵＰ ② 擬似ランダム ③ ＡＣＫ

④ ベースバンド ⑤ ＦＬＰバースト

(５) ＵＴＰケーブルの配線は、一般に、ケーブルルートの変更などに伴うケーブル終端部の多少

の延長や移動を想定して施工されるが、機器やパッチパネルが高密度で収納されるラック内で

の余長処理において、小さな径のループや過剰なループ回数による施工を行うと、ケーブル間

の同色対どうしで (オ) が発生し、漏話特性劣化の原因となることがある。 (２点)

① クロスペア ② クロスワイヤ ③ エイリアンクロストーク

④ ショートリンク ⑤ ハムノイズ

第１０問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選

び、その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＪＥＩＴＡ ＩＴＲ－１００５Ｂ 情報システム用接地に関するガイドラインにおける情報シ

ステム用関連設備の接地などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

なお、ＪＥＩＴＡ ＩＴＲ－１００５Ｂは、電子情報技術産業協会(ＪＥＩＴＡ)が技術レポー

トとして制定、発行しているものである。 (２点)

Ａ ラック筐体を架固定する際、床、架台等の金属との接触によるノイズの回り込みを防止す

るため、絶縁ブッシング等の絶縁部材により絶縁を行う。

Ｂ 複数のラックを接地する場合は、各ラックから接地端子への配線(スター配線)が望ましい。

ラック同士を連結した送り配線は、管理が複雑になることに留意する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード ワークエリアコード

水平ケーブル

ＦＤ

チャネル
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(２) 図は、ＪＩＳ Ｃ ６８２３:２０１０光ファイバ損失試験方法におけるＯＴＤＲ法による

不連続点での測定波形の例を示したものである。この測定波形の から までの区間は、B E

(イ) のＯＴＤＲでの測定波形を表示している。ただし、ＯＴＤＲ法による測定で必要な

スプライス又はコネクタは、低挿入損失かつ低反射であり、ＯＴＤＲ接続コネクタでの初期反

射を防ぐための反射制御器としてダミー光ファイバを使用している。また、測定に用いる光ファ

イバには、マイクロベンディングロスがないものとする。 (２点)

① ダミー光ファイバの入力端から被測定光ファイバの入力端まで

② ダミー光ファイバの出力端から被測定光ファイバの終端まで

③ ダミー光ファイバの出力端から被測定光ファイバの融着接続点まで

④ 被測定光ファイバの入力端から被測定光ファイバの終端まで

⑤ 被測定光ファイバの入力端から被測定光ファイバの融着接続点まで

(３) 職場における安全確保などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ５Ｓ活動の５Ｓとは、整理・整頓・清掃・清潔・ 躾 のそれぞれのローマ字表記で頭文字を
しつけ

とったものをいい、整頓は、必要なものと不必要なものを区分し、不必要なものを捨てるこ

とをいう。

Ｂ 人為的に不適切な行為、過失などが起こってもシステムの信頼性及び安全性を保持する設

計上の手法は、一般に、フールプルーフ又はエラープルーフといわれ、人身事故など重大事

故を避けるためにフールプルーフを採用した機器を導入することは、安全対策の一つである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

距 離

Ｏ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
　
信
号
レ
ベ
ル

dＢ

雑音レベル
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(４) ＪＩＳ Ｑ ９０２４：２００３マネジメントシステムのパフォーマンス改善－継続的改善の

手順及び技法の指針に規定されている、継続的改善のための技法について述べた次の記述のう

ち、誤っているものは、 (エ) である。 (２点)

① パレート図は、項目別に層別して、出現頻度の大きさの順に並べるとともに、標準

偏差を示した図である。

② ヒストグラムは、計測値の存在する範囲を幾つかの区間に分けた場合、各区間を底

辺とし、その区間に属する測定値の度数に比例する面積をもつ長方形を並べた図であ

る。

③ 管理図は、連続した観測値又は群にある統計量の値を、通常は時間順又はサンプル

番号順に打点した、上側管理限界線、及び／又は、下側管理限界線をもつ図である。

④ チェックシートは、計数データを収集する際に、分類項目のどこに集中しているか

を見やすくした表又は図である。

⑤ 連関図は、複雑な原因の絡み合う問題について、その因果関係を論理的につないだ

図である。

(５) あるプロジェクトを完了するために必要な作業の所要日数及び順序関係がⓐ～ⓗであるとき、

このプロジェクト全体を表すアローダイアグラムにおいて、最初の作業開始時刻を０日とした

とき、作業Ｇの最早開始時刻は、 (オ) 日である。 (２点)

ⓐ 作業Ａは所要日数が５日で最初に開始する作業である。

ⓑ 作業Ｂは所要日数が２日で作業Ａの終了後に開始できる。

ⓒ 作業Ｃは所要日数が４日で作業Ａの終了後に開始できる。

ⓓ 作業Ｄは所要日数が６日で作業Ｂ及び作業Ｃの終了後に開始できる。

ⓔ 作業Ｅは所要日数が５日で作業Ｃの終了後に開始できる。

ⓕ 作業Ｆは所要日数が４日で作業Ｄの終了後に開始できる。

ⓖ 作業Ｇは所要日数が３日で作業Ｄ及び作業Ｅの終了後に開始できる。

ⓗ 作業Ｈは所要日数が４日で作業Ｆ及び作業Ｇの終了後に開始でき、作業Ｈが終了すると

プロジェクトは完了する。

① １４ ② １５ ③ １６ ④ １８ ⑤ ２３
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法に規定する｢基礎的電気通信役務の提供｣及び｢管理規程｣について述べた次の

二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 基礎的電気通信役務を提供する電気通信事業者は、その適切、公平かつ安定的な提供に努

めなければならない。

Ｂ 電気通信事業者は、総務省令で定めるところにより、事業用電気通信設備の管理規程を定

め、電気通信事業の開始前に、総務大臣の許可を受けなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 電気通信事業法の｢業務の改善命令｣に規定する、総務大臣が、該当すると認めるときは、電

気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限度において、業

務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる場合について述べた次の文

章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 電気通信事業者の業務の方法に関し通信の秘密の確保に支障があるとき。

② 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないとき。

③ 電気通信事業者が提供する電気通信役務に関する提供条件(料金を除く。)が端末設

備の使用の態様を不当に制限するものであるとき。

④ 電気通信事業者が特定の者に対し不当な差別的取扱いを行っているとき。

⑤ 事故により電気通信役務の提供に支障が生じている場合に電気通信事業者がその支

障を除去するために必要な修理その他の措置を速やかに行わないとき。

(３) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣又は｢工事担任者による工事の実施及び監

督｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末

設備若しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

② 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証

の交付を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を

行わせ、又は実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、

この限りでない。

③ 総務大臣は、工事担任者試験に合格した者と同等以上の知識及び技能を有すると総

務大臣が認定した者に対し、工事担任者資格者証を交付する。

④ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、指定試

験機関が総務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了し

た者に対し、工事担任者資格者証を交付する。
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(４) 電気通信事業法に規定する｢工事担任者資格者証｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により罰金以上の刑に処せられ、その執行を終わり、

又はその執行を受けることがなくなった日から３年を経過しない者に対しては、工事担任者

資格者証の交付を行わないことができる。

Ｂ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、その日

から１年を経過しない者に対しては、工事担任者資格者証の交付を行わないことができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 電気通信事業法施行規則において、電気通信事業者が利用者からの端末設備の接続請求を拒

める場合は、利用者から、端末設備であって (オ) を使用するもの(別に告示で定めるもの

を除く。)及び公衆電話機その他利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を受けた

場合と規定されている。 (４点)

① 赤外線 ② 直流電圧 ③ 強電流電気 ④ 帯域外信号 ⑤ 電 波

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者規則に規定する｢資格者証の種類及び工事の範囲｣について述べた次の二つの文章

は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 第一級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための

工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督する

ことができる。

Ｂ 第二級アナログ通信の工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための

工事のうち、端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下のものに限る工事を行い、

又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための

工事のうち、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで５０以下のものに限る工事

を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者規則に規定する｢工事担任者を要しない工事｣、｢資格者証の交付｣又は｢資格者証

の返納｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 専用設備(特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務に係る電気通信設備を

いう。)に端末設備等を接続するときは、工事担任者を要しない。

② 船舶又は航空機に設置する端末設備(総務大臣が別に告示するものに限る。)を接続

するときは、工事担任者を要しない。

③ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術

の普及に寄与しなければならない。

④ 電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられた者は、その処

分を受けた日から１０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

資格者証の再交付を受けた後失った資格者証を発見したときも同様とする。
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(３) 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則の登録認定機関による技術基準適合認定の｢表示｣

に規定する、技術基準適合認定をした旨の表示を付するときの方法には、表示を技術基準適合

認定を受けた端末機器に電磁的方法により記録し、当該端末機器の (ウ) に直ちに明瞭な

状態で表示することができるようにする方法がある。 (４点)

① 天板面 ② 映像面 ③ 監視装置 ④ 筐体カバー ⑤ 操作卓
きょう

(４) 総務大臣は、天災、事変その他の非常事態が発生し、又は発生するおそれがあるときは、有

線電気通信設備を設置した者に対し、災害の予防若しくは救援、交通、通信若しくは電力の供

給の確保若しくは秩序の維持のために必要な通信を行い、又はこれらの通信を行うためその有

線電気通信設備を (エ) ことを命ずることができる。 (４点)

① 緊急対応又は安否確認を目的とした通信の用に無償で供すべき

② 設置した者に調査させ、通信の確保に支障を及ぼす事項を除去すべき

③ 設置した者に検査させ、その設備の改善措置をとるべき

④ 他の者に使用させ、若しくはこれを他の有線電気通信設備に接続すべき

⑤ 他の者に検査させ、若しくは改造その他の措置をとるべき

(５) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

た者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所又は設備の概要に係る事項を変更しよう

とするときは、変更の工事の開始の日の２週間前までに、工事を要しないときは、 (オ)

に、その旨を総務大臣に届け出なければならない。 (４点)

① 変更の日の２週間前まで ② 変更の日から２週間以内

③ 使用を開始する日の２週間前まで ④ 使用を開始した日から２週間以内

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 移動電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設備との接

続において基地局を使用するものをいう。

② インターネットプロトコル電話用設備とは、電話用設備(電気通信番号規則別表に掲

げる固定電話番号を使用して提供する音声伝送役務の用に供するものに限る。)であって、

端末設備又は自営電気通信設備との接続においてプロトコルコンバータを必要とする

ものをいう。

③ インターネットプロトコル移動電話端末とは、端末設備であって、インターネット

プロトコル移動電話用設備又はデジタルデータ伝送用設備に接続されるものをいう。

④ 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点においてプラグジャッ

ク方式の接続形式を有するアナログ電話用設備に接続して電気通信事業者の交換設備

の動作の開始及び終了の制御を行うための回路をいう。

⑤ 絶対レベルとは、一の皮相電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表したもの

をいう。
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(２) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ずる発振

状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件を満たすもので

なければならない。

Ｂ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に

おいて、端末設備等規則に規定する接地抵抗及び平衡度を有しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な (ウ) が発生することを防止

する機能を備えなければならない。 (４点)

① 音響衝撃 ② 誘導雑音 ③ 漏話雑音

④ 反響音 ⑤ 側 音 ⑥ エコー

(４) ｢配線設備等｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。

(４点)

① 配線設備等とは、利用者が端末設備を事業用電気通信設備に接続する際に使用する

線路及び保安器その他の機器をいう。

② 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流１００ボルト以上の

一の電圧で測定した値で１メガオーム以上であること。

③ 評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定めら

れる実効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。

④ 事業用電気通信設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにするため、総

務大臣が別に告示するところにより配線設備等の設置の方法を定める場合にあっては、

その方法によるものであること。

(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 識別符号とは、端末設備に使用されるインタフェース種別を識別するための符号であって、

通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。

Ｂ 使用される無線設備は、堅ろうな筐体に収められており、かつ、容易に開けることができ

ないこと。ただし、総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣、｢送出電力｣又は｢緊急通報機能｣について述

べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、２０ミ

リアンペア以上１２０ミリアンペア以下の電流で測定した値で５０オーム以上５００

オーム以下でなければならない。ただし、直流回路の直流抵抗値と電気通信事業者

の交換設備からアナログ電話端末までの線路の直流抵抗値の和が５０オーム以上

１,５００オーム以下の場合にあっては、この限りでない。

② 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、１メガ

オーム以上でなければならない。

③ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の呼出信号受信時における直流回路

の静電容量は、３マイクロファラド以下であり、インピーダンスは、７５ボルト、

１６ヘルツの交流に対して１キロオーム以上でなければならない。

④ 通話の用に供する場合を除き、アナログ電話端末の４キロヘルツから８キロヘルツ

までの不要送出レベルは、マイナス４０デシベルミリワット以下でなければならない。

⑤ アナログ電話端末であって、通話の用に供するものは、電気通信番号規則別表に掲

げる緊急通報番号を使用した警察機関、報道機関又は消防機関への通報を発信する機

能を備えなければならない。

(２) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 低群周波数は、６００ヘルツから９００ヘルツまでの範囲内における特定の四つの

周波数で規定されている。

② 信号周波数偏差は、信号周波数の±２.５パーセント以内でなければならない。

③ 信号送出電力の許容範囲のうち２周波電力差は、７デシベル以内であり、かつ、低

群周波数の電力が高群周波数の電力を超えないものでなければならない。

④ ミニマムポーズとは、隣接する信号間の休止時間の最大値をいう。

⑤ 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいい、その値は１２０ミリ秒以上

でなければならない。

(３) インターネットプロトコル電話端末がアナログ電話端末等と通信する場合にあっては、通話

の用に供する場合を除き、インターネットプロトコル電話用設備とアナログ電話用設備との接

続点においてデジタル信号をアナログ信号に変換した送出電力は、平均レベル(端末設備の使用

状態における平均的なレベル(実効値))でマイナス (ウ) デシベルミリワット以下でなけれ

ばならない。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４ ⑤ ５

(４) インターネットプロトコル移動電話端末の｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、

(エ) 。 (４点)

Ａ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合呼の設定を行うためのメッセージ送出終了後１分以内に通

信終了メッセージを送出するものであること。

Ｂ 自動再発信を行う場合にあっては、その回数は３回以内であること。ただし、最初の発信

から３分を超えた場合にあっては、別の発信とみなす。

なお、この規定は、火災、盗難その他の非常の場合にあっては、適用しない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 総合デジタル通信端末の｢基本的機能｣、｢発信の機能｣又は｢電気的条件等｣について述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (４点)

① 発信又は応答を行う場合にあっては、呼設定用メッセージを送出するものであるこ

と。ただし、総務大臣が別に告示する場合はこの限りでない。

② 通信を終了する場合にあっては、呼切断用メッセージを送出するものであること。

ただし、総務大臣が別に告示する場合はこの限りでない。

③ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気

通信回線からの応答が確認できない場合呼設定メッセージ送出終了後２分以内に中断

メッセージを送出するものであること。

④ 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件のい

ずれかの条件に適合するものでなければならない。

⑤ 総合デジタル通信端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであって

はならない。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する｢架空電線の支持物｣、｢架空電線と他人の設置した架空電線等

との関係｣又は｢使用可能な電線の種類｣について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ア) である。 (４点)

① 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メートル

未満の高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りで

ない。

② 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が３０センチメートル以下となるように設

置してはならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

③ 架空電線は、総務省令で定めるところによらなければ、架空強電流電線と同一の支持

物に架設してはならない。

④ 架空電線は、架空強電流電線と交差するとき、又は架空強電流電線との垂直距離が

その架空電線若しくは架空強電流電線の支持物のうちいずれか高いものの高さに相当

する距離以下となるときは、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはな

らない。

⑤ 有線電気通信設備に使用する電線は、絶縁電線又はケーブルでなければならない。

ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

(２) 有線電気通信設備令に規定する｢有線電気通信設備の保安｣及び｢屋内電線｣について述べた次

の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 有線電気通信設備は、総務省令で定めるところにより、絶縁機能、避雷機能その他の保安

機能をもたなければならない。

Ｂ 屋内電線は、屋内強電流電線との離隔距離が６０センチメートル以下となるときは、総務

省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) 有線電気通信設備令施行規則において、架空電線の支持物と架空強電流電線(当該架空電線の支

持物に架設されるものを除く。)との間の離隔距離は、架空強電流電線の使用電圧が３５,０００

ボルト以下の特別高圧であって、使用する電線の種別が特別高圧強電流絶縁電線の場合、

(ウ) 以上でなければならないと規定されている。 (４点)

① ３０センチメートル ② ６０センチメートル ③ １メートル

④ １.８メートル ⑤ ２メートル

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する不正アクセス行為に該当する行為の一つ

として、アクセス制御機能を有する特定電子計算機に電気通信回線を通じて当該アクセス制御

機能に係る他人の識別符号を入力して当該特定電子計算機を作動させ、当該アクセス制御機能

により制限されている (エ) をし得る状態にさせる行為(当該アクセス制御機能を付加した

アクセス管理者がするもの及び当該アクセス管理者又は当該識別符号に係る利用権者の承諾を

得てするものを除く。)がある。 (４点)

① 状態監視 ② 権限解除 ③ 識別符号の変更

④ 遠隔操作 ⑤ 特定利用

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律に規定する用語について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 電磁的記録とは、電子的方式、磁気的方式その他本人以外は任意に改変することができな

い方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。

Ｂ 特定認証業務とは、電子署名のうち、その方式に応じて本人だけが行うことができるもの

として主務省令で定める基準に適合するものについて行われる認証業務をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1)  試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 
なお、試験問題では、  及び TM を明記していません。 

 
(2)  問題文及び図中などで使用しているデータは、全て架空のものです。 

 
(3)  論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 
 
(4)  試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 
       ［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい) ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(5) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 
 

(6)  情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 
に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(7)  試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤  

りだけで誤り文とするような出題はしていません。 
  
(8)  法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 
 
(9)  法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しなどを表して 

います。また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所  
の省略や部分省略などしている場合がありますが、(   )表記の省略の有無などだけで正誤を問うような出題は 
していません。 
 

   (10) 法規科目の試験問題の解答に当たっては、各問い及び各解答群に記載されている内容以外は考慮しない 
ものとします。 

 


